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　マルティン・ルターがヴィッテンベルク城の扉に、贖宥状（免罪符）の有効
性について公開討論をするための「95箇条の提題」を張り出したのが、1517年
10月31日。ルター自身は神学上の議論をするつもりだったのが、結局、この議
論は、プロテスタント教会が生まれるきっかけとなった。そのため、プロテス
タント教会では、10月31日を「宗教改革記念日」として祝っている。 
　しかし、キリスト教内部の改革やキリスト教精神から社会を改革しようとし
た運動は、これだけではない。アメリカのルター派教会（Evangel ica l  
Lutheran Church）の礼拝書を見ると、次のような人々が「改革者」として名
前を上げられている。キリスト教内部の改革者としては、アシジのフランチェ
スコ（13世紀の修道士）、ジョンとチャールズのウェスレー兄弟（18世紀イギ
リスで、関西学院のルーツとなるメソジスト運動を起こした）など。社会の改
革に寄与した人としては、フローレンス・ナイチンゲール（近代看護教育の創
始者）、マーティン・ルーサー・キング・ジュニア（黒人解放運動の指導者）、
賀川豊彦（生協運動の創始者）など。 
　もちろん、これらの人々の改革や運動に誤りなどなかったと言うことはでき
ない。それぞれの時代や社会の制約もあったし、当人自身の限界もあった。そ
の意味で、その働きは客観的に評価されなければならない。 
　それでも、彼らの動機が純粋であったことは認めなければならないだろう。
彼らの出発点となったのは、社会や組織のかかえる矛盾と、そのために苦しん
でいる人との出会いであった。その人たちのために何かを「しなければならな
い」と感じ、それを自分の課題としたのだ。そこには具体的な「誰かのために」
という姿勢があった。だからこそ、彼らの改革は後代にも影響を与えるものと
して残っていったのだと思う。 
　翻って、現代の私たちの社会を見ると、色んな局面で「改革」が求められて
いる。しかし、ともすると、改革すること自体が目的となってしまったり、あ
るいは、｢生き残り」が目的になってしまったりする危うさを秘めているよう
に思えてならない。私たちの変化が本物の「改革」となるために、｢誰のために」
｢何のために」行われているのかを常に問い続け、必要ならば軌道修正もしな
ければならない。 
　宗教改革記念日を祝うなかで、｢改革」のあり方について考え直してみたい。 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（神学部教授） 
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◇ランバス早天祈祷会　毎金曜日　午前８：20～８：40　於：ランバス記念礼拝堂（上ケ原） 
　　11月９日（金）　商学部のために　　　　　　　 
◇総合政策学部早天祈祷会　毎木曜日　午前８：４０～　　　於　宗 教 主 事 室  
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